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■栽培のポイント 

1．冷涼な気候を好む。生長してから夏の暑さに弱い。 

2．密植しない。根の肥大が悪くなるので、適正な株間をとること。 

 

■品種 春・夏播き栽培：向陽2号、ベーターリッチ、ベーター312 

    夏播き栽培：ひとみ５寸 

    根の長い中長・大長系や短い三寸系、小型で丸かじりの生食用の品種などもある。 

■種子量 ａ当り100～120㎖。 

■ほ場準備 肥沃な土壌を好み、乾燥すると生育不良になることから、ほ場は前作に有機質を多

用して、膨軟な土に改良しておくことが必要である。前作は早めに片づけ、完熟堆肥を

ａ当り200㎏全面散布し、土とよくなじませる。堆肥散布後、苦土石灰と肥料を全面散

布し耕うんする。なお、耕うんは畑土が乾いた状態で行う。表土が固結しない土壌が望

ましい。 

■播種 うねは平うねとし、うね幅 80 ㎝、条間 20 ㎝、2 条すじ播きとする。うね幅 60 ㎝の 1

条すじ播きでも良い。播種時に土壌水分が適湿であることが望ましく、降雨の後に播種

するか、かん水して播種床をたっぷり湿らせてから播種する。毛つきの種子は、播種前

に手でよくもんで毛を落としてから行う。5㎜位に薄く覆土し、軽く鎮圧して種子と土

を密着させる。籾がら等を敷き、乾燥を防止し、発芽を揃える。 
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施肥例                      (ａ当り)     うねつくり 

肥 料 名 基 肥 追 肥 備 考 

 

完熟堆肥 

苦土石灰 

ＢＭようりん 

ポリホスＳ666Ｐ 

燐硝安加里Ｓ604 

 

 200kg 

15 

 4 

10 

－ 

 

  －kg 

－ 

－ 

－ 

 5 

 

成分量 

 窒素 2.4kg 

 燐酸 2.9 

 加里 2.3 

 

■栽培管理 

間引き 発芽当初とくに込み合っているところは早く間引き

し、本葉2枚時（播種後20日）に株間2～3㎝になるよ

うに1回目の間引きを行う。 

    2回目の間引きは本葉4～5枚時に行い、株間10～12㎝ 

にする。密生していない場合は本葉4枚時に1回で間引きする。生育の悪いもの、良す

ぎるもの、葉色の濃すぎるもの、発芽の遅れたもの等を間引き、揃ったものを残す。間

引き後、軽く株元に土寄せする。 

土寄せ にんじんの青首化を防ぐため、生長点に土がかからないように注意しながら肩の部分

まで土寄せする。播種後55～60日頃に第2回目の追肥とともに行う。 

追肥 1回の施肥量は窒素成分量でａ当り0.3～0.4kg程度とする。第1回目は播種後40日頃、

第2回目は播種後55～60日頃に行う。 

かん水 土壌水分は適湿に保つよう随時かん水する。生育初期から小量多回数かん水とするの

が良い。 

■病害虫防除 

 黒葉枯病 生育期間を通して発生する。発芽障害や苗の立枯れを起こすので、消毒済みの種子

を使用する。地力の低いところや施肥量が少ないと発生しやすいので、肥料切れになら

ないように管理する。 

 センチュウ 播種前に土壌消毒を行う。 

■収穫 播種後 100～120 日前後で、立性だった葉が半数以上聞き、下葉が地際まで下ってきた

頃に開始する。収穫が遅れると降雨などで裂根が増加し、品質が低下する。葉を切り落

とし、直ちに洗浄し乾燥させる。降雨時の収穫は、腐敗の原因になるので、なるべく収

穫しない。 


